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12 月定例会で審議された議案の審議内容（抜粋）

　民間経営になります民間経営になります

● 

ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
を
再
指
定

大
崎
町
く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定

　

大
崎
町
く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
及

び
大
崎
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
の
手
続
き
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
指
定
管
理
者
を
公
募
に
よ
り

募
集
し
、
２
社
（
㈲
諸
木
造
園
土
木
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
）
か

ら
応
募
が
あ
り
、
指
定
管
理
候
補
者

選
定
委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
ア
ウ
ト

ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
指
定
管
理
者

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
の
期
間

は
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

大
崎
町
益
丸
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者

の
指
定

　

大
崎
町
く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場

と
同
じ
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
指
定
管
理
者
と
な
り
ま
し
た
。
指

定
の
期
間
は
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

● 

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

「
あ
す
ぱ
る
大
崎
」
は
民

間
経
営
に
な
り
ま
す

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

り
管
理
運
営
を
行
っ
て
き
た
広
域
交

流
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
ぱ
る
大

崎
」
及
び
「
あ
す
ぱ
る
物
産
館
」
の

建
物
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
に
よ

る
両
施
設
の
有
効
活
用
を
は
か
る
観

点
か
ら
、
無
償
で
譲
渡
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

譲
渡
の
相
手
方

所　

在　

地

　

三
重
県
四
日
市
市

　

西
新
地
２
０
３
番
地

大
崎
支
店

　

大
崎
町
永
吉
８
３
６
０
番
地

名　
　
　

称

　

阿
部
商
事
有
限
会
社

　

代
表
取
締
役　

阿
部　

重
治

●
土
地
は
10
年
間
無
償
貸
付

町
有
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　

広
域
交
流
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
あ

す
ぱ
る
大
崎
」
と
「
あ
す
ぱ
る
物
産

館
」
が
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
安
定
的
な
運
用
に
資
す
る
た

め
、
施
設
の
無
償
譲
渡
を
行
う
阿
部

商
事
㈲
へ
10
年
間
無
償
で
貸
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引き続き指定管理者制度で運営される益丸プール

民間へ無償譲渡されるあすぱる大崎

おおさき議会だより No158 2



2020 年2020 年

1212月定例会月定例会
12月 2日～　　12月 2日～　　
　　12月16日　　12月16日

あすぱる大崎が　あすぱる大崎が　

「
育
ち
に
く
さ
を
も
つ
こ
ど
も
」
及

び
「
障
が
い
児
」
と
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
生
活
を
求
め

る
陳
情
書

　
趣　

旨　

　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
等
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
の
権

利
保
障
に
向
け
た
国
内
法
が
少
し
ず

つ
拡
充
さ
れ
る
な
か
、
障
が
い
が

あ
っ
て
も
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

大
崎
町
で
育
つ
全
て
の
子
ど
も
達
と

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
求
め

る
も
の
で
、
５
項
目
に
亘
り
、
障
が

い
や
特
性
を
持
っ
た
子
ど
も
に
対
す

る
地
域
住
民
の
理
解
を
は
か
る
取
り

組
み
や
、
町
内
へ
の
療
育
施
設
の
誘

致
、
各
種
福
祉
に
関
す
る
施
策
を
は

か
る
よ
う
陳
情
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

● 

町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
へ

電
子
黒
板
を
設
置
し
ま
す

大
崎
町
立
小
中
学
校
電
子
黒
板
等
の

購
入
契
約
の
締
結

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

基
づ
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環
境
整
備
を

は
か
る
た
め
、
町
内
の
小
中
学
校
の

普
通
教
室
に
設
置
す
る
電
子
黒
板
を

購
入
す
る
も
の
で
す
。

契
約
の
目
的

　

 

大
崎
町
立
小
中
学
校
電
子
黒
板
等

の
購
入

契
約
の
内
容

　

電
子
黒
板
70
式

契
約
の
金
額

　

３
０
１
４
万
５
５
０
０
円

契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　

鹿
児
島
市
金
生
町
４
番
10
号

　

 

富
士
電
機
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
鹿
児
島
支
店

 
 

支
店
長　

福
永　

志
保

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
が
満

了
と
な
り
、
引
き
続
き
藤
井
光
興
氏

を
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
同
意

を
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
３
年
１

月
１
日
か
ら
令
和
５
年
12
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

住　

所　

大
崎
町
仮
宿

　

氏　

名　

藤
井　

光
興　

氏

　
　
　
　
　

（
75
歳
）

電子黒板を使った授業のイメージ

陳
情
１
件
を
採
択

教
育
委
員
会

　

教
育
長
を
同
意
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令和２年12月定例会

　　　一般会計補正予算　　2342万4千円を可決

本会議での審議内容については、抜粋したものを掲載

大崎町ＳＤＧｓ推進協議会設立出
しゅつえん

捐金　　100万円
　資源循環を中心としたこれまでのSDGsに関する取り組みを加速させるため、鹿児島相互信

用金庫、MBC、合作株式会社、株式会社そらのまち及び大崎町が合同でSDGs推進協議会の設

立を予定していることから、その設立のために支出するものです。

新型コロナウイルス感染症対策事業費
　今回の補正予算に計上された当該事業費は、国の地方創生臨時交付金を活用した感染症対策

事業費で、主な事業は以下のとおりです。

・修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　1078万７千円
　（ 公共施設のトイレの一部について、手洗いの自動洗浄化を進めるなどの感染症対策のための修繕料）

・新型コロナウイルス感染症対策用備品　　　　　 　 　　1224万３千円
　（総務費　760万円、衛生費　44万３千円、教育費420万円）

　（ 公共施設の入口などに設置するＡＩ機能付き検温モニターなどの感染症対策のための備品購入費）

・大崎町発熱外来診療体制整備事業補助金　　　　　　 　　　　250万円
　（ 発熱外来者を受け入れるための体制整備費用として、町内の医療機関を対象に一医療機関あた

り50万円を上限に助成）

・くにの松原キャンプ場及び益丸プールトイレ洋式化工事　　 　320万円

　（ 飛まつ感染を最小限に抑えるためにキャンプ場管理棟や益丸プールのトイレを洋式化）

新型コロナウイルス感染症

　　　　　　対策の充実をはかる
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令和元年度　一般会計・特別会計の決算状況

※水道事業会計は、複式簿記のため上記表には掲載しておりません。

歳　　　入① 歳　　　出②
歳入歳出差引額

①－②

平成 30 年度歳出

③

歳出の前年度と

の比較②－③

一般会計 10,559,176,878 10,121,893,572 437,283,306 9,584,955,227 536,938,345

国民健康保険事業特別会計 1,881,539,274 1,867,381,153 14,158,121 1,825,027,357 42,353,796

後期高齢者医療特別会計 183,892,326 179,479,822 4,412,504 174,002,374 5,477,448

介護保険事業特別会計 1,949,272,333 1,768,022,964 181,249,369 1,813,101,570 △ 45,078,606

公共下水道事業特別会計 188,016,481 183,302,152 4,714,329 207,133,274 △ 23,831,122

合　　　　　計 14,761,897,292 14,120,079,663 641,817,629 13,604,219,802 515,859,861

令和元年度　一般会計・特別会計決算６件を認定
　

令
和
２
年
10
月
５
日
か
ら
10
月
19
日
ま
で
の
15
日
間
、
本
町
会
計
の
決
算
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
の
財
政
は
、
概
ね
健
全
運
営
が
な
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
予
算
の

執
行
に
あ
た
っ
て
は
合
理
的
且
つ
効
率
的
で
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
意
見
の
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

わが町の家計簿

一般会計一般会計
歳　出歳　出

101億2,189万円101億2,189万円

総務費
11億8,401万円（12％）

民生費
16億1,237万円（16％）

衛生費
11億4,545万円（11％）

商工費
29億7,949万円

（29％）

土木費
6億4,026万円（6％）

農林水産業費
6億6,690万円（7％）

消防費
2億8,711万円（3％）

教育費
5億1,722万円（5％）

災害復旧費
5,582万円（1％）

公債費
9億3,723万円（9％）

議会費
9,604万円（1％）

（歳入歳出内訳金額は四捨五入のため合計とは合いません）

一般会計一般会計
歳　入歳　入

105億5,918万円105億5,918万円

自主財源
54億3,182万円

（51％）

地方交付税
26億6,745万円（25％）

地方譲与税
8,827万円（1％）

町債
3億8,975万円（4％） その他

2億6,596万円（3％）

国庫支出金
9億5,061万円（9％）

県支出金
7億6,531万円（7％）

町で集めるお金
（町税、ふるさと
納税寄附金など）

一定水準の行政サービ
スが受けられるように
国が交付するお金

特定事業のために国
から交付されるお金

一定の基準により国
から譲与されるお金

地方消費税交付
金、地方特例交
付金など

庁舎等の維持管理や全
般的な管理事務費に

病気の予防や衛生的
な生活環境に

児童や高齢者
などの福祉に

道路・公園などの整備に

商工業の振興及び観光に
農林水産業の振興に

特定事業のために県
から交付されるお金

国や銀行から借りるお金

消防・防災に

学校教育・社会教育に

災害の復旧に

借金の返済に 議会の運営に
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12 月定例会で各常任委員会に付託された議案の審議内容（抜粋）

総
務
厚
生

　
　

常
任
委
員
会

● 

令
和
２
年
度
大
崎
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

◇ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
費
（
備
品
購
入
費
）

（ 

関
連
す
る
記
事
が
４
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）

中
学
校
費
（
２
２
０
万
円
）

  　

中
学
校
の
美
術
室
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
他
の
専
門
科
教
室
の
理
科
室

や
技
術
家
庭
科
室
等
は
整
備
さ
れ

て
い
る
の
か
。

  　

理
科
室
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
専
門
科
教
室
に
は
整
備
さ
れ

て
い
な
い
。
今
回
は
中
学
校
側
か

ら
利
用
頻
度
の
高
い
美
術
室
に
空

調
を
設
置
で
き
な
い
か
相
談
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
整
備
を
進
め
る

も
の
で
あ
る
。

総
務
費
（
７
６
０
万
円
）

  　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
の
備
品
購
入
に
つ
い

て
、
学
校
分
も
総
務
費
の
予
算
に

一
括
し
て
計
上
し
て
あ
る
と
い
う

説
明
で
あ
る
が
、
購
入
す
る
備
品

は
ど
の
様
な
も
の
か
。

  　

購
入
す
る
備
品
は
、
Ａ
Ｉ
認
証

付
き
の
検
温
モ
ニ
タ
ー
、オ
ゾ
ン
を

活
用
し
た
除
菌
･
脱
臭
器
、非
接
触

型
の
検
温
消
毒
器
で
あ
る
。

文
教
経
済

　
　

常
任
委
員
会

● 

令
和
２
年
度
大
崎
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◇ 

収
益
的
支
出
（
修
繕
料
６
０
０
万

円
）

  　

昨
年
の
６
月
か
ら
７
月
に
発
生

し
た
豪
雨
時
に
、
町
内
７
箇
所
の

水
道
施
設
が
落
雷
被
害
を
受
け
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

状
況
か
ら
す
る
と
、
現
状
の
落

雷
被
害
を
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
は
脆

弱
な
部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
メ
ー
カ
ー
か
ら

は
改
善
点
等
は
示
さ
れ
て
い
な
い

か
。

  　

現
在
の
落
雷
被
害
防
止
対
策
と

し
て
は
、
ヒ
ュ
ー
ズ
や
ア
レ
ス

タ
ー
、
避
雷
針
等
を
設
置
し
て
い

る
が
、
こ
れ
以
外
に
、
最
近
新
た

に
落
雷
被
害
を
防
止
す
る
機
器
を

試
験
的
に
一
箇
所
設
置
し
て
お

り
、
そ
の
試
験
結
果
が
良
け
れ
ば
、

今
後
は
新
し
い
機
器
を
採
用
し
て

い
く
。

● 

令
和
２
年
度
大
崎
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）

  　

大
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
建

設
さ
れ
て
か
ら
何
年
経
過
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
を
維
持
管
理
す
る
た
め

の
費
用
を
積
み
立
て
る
な
ど
の
対

策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

  　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

て
か
ら
17
年
経
過
し
て
い
る
。
公

共
下
水
道
の
収
入
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
が
下
水
道
使
用
料
で
あ

る
。
支
出
に
つ
い
て
は
、
施
設
を

維
持
管
理
す
る
た
め
の
維
持
管
理

費
や
下
水
道
施
設
の
建
設
時
に
借

り
入
れ
た
起
債
の
返
済
が
主
で
あ

り
、
収
入
に
対
し
て
支
出
が
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
施
設
の

維
持
管
理
や
修
繕
等
を
行
う
た
め

の
積
み
立
て
は
出
来
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

新型コロナウイルス感染症対策の備品購入状況

納入先
納　入　数　量

ＡＩ認証付き検温モニター 非接触型検温消毒器

小学校 12 18

中学校 3 3

合　計 15 21
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12 月定例会で特別委員会に付託された議案の審議内容（抜粋）

くにの松原キャンプ場にくにの松原キャンプ場に
　　　　　２社から応募　　　　　２社から応募

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
特
別
委
員
会

● 

大
崎
町
く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場

の
指
定
管
理
者
の
指
定

（
関
連
す
る
記
事
が
２
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）

 　

選
定
委
員
会
で
は
、
ア
ウ
ト
ド

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
と
㈲
諸
木
造

園
土
木
の
２
社
か
ら
申
請
内
容
の

説
明
及
び
質
疑
応
答
を
行
い
、
選

定
委
員
全
員
で
採
点
を
行
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
審
議
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

  　

選
定
委
員
会
に
は
、
専
門
的

な
知
識
を
有
し
て
い
る
鹿
児
島

キ
ャ
ン
プ
協
会
の
会
長
な
ど
外
部

委
員
２
名
に
も
選
定
委
員
と
し
て

加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
２
社
と

も
に
素
晴
ら
し
い
提
案
で
あ
っ

た
。

　

 　

㈲
諸
木
造
園
土
木
は
、
松
林
の

中
で
の
読
書
会
で
あ
る
と
か
星

空
観
測
会
な
ど
の
町
民
向
け
の

提
案
が
非
常
に
多
く
て
素
晴
ら

し
い
内
容
で
あ
っ
た
。　
　

　

 　

一
方
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
㈱
は
、
今
ま
で
の
22
年

間
の
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
観

光
客
に
向
け
た
レ
ジ
ャ
ー
キ
ャ

ン
プ
と
い
う
よ
う
な
提
案
が
多

か
っ
た
。

　

 　

今
後
、
ネ
ッ
ト
予
約
な
ど
は
必

須
ア
イ
テ
ム
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
㈱
は
既
に
構
築
さ
れ

て
い
て
、
こ
こ
に
差
が
生
じ
た

と
感
じ
て
い
る
。　

  　

現
在
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
が
非
常
に

流
行
っ
て
き
て
お
り
、
色
ん
な
所

で
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
隣
接
の
市
町

で
も
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
し
よ
う

と
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
昨

今
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
取
り
巻
く
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
運

営
が
出
来
る
の
か
。

 　

選
定
委
員
会
の
結
果
を
受
け
て
、

適
切
な
運
営
が
出
来
る
と
い
う
こ

と
で
推
選
し
て
い
る
。
推
選
し
た

以
上
は
大
崎
町
の
公
共
施
設
と
し

て
人
気
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
、
委

託
者
と
し
て
も
打
合
せ
等
を
通

じ
て
意
思
疎
通
を
は
か
り
な
が

ら
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
施
設
目
的
に

あ
っ
た
利
用
促
進
や
維
持
管
理
に

努
め
て
い
く
。

反 

対
討
論

：

資
料
と
し
て
提
出
さ
れ

た
収
支
報
告
書
や
提
案
書
の
中

に
疑
義
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
点
に
つ
い
て
解
決
さ
れ
る
ま

で
は
反
対
で
あ
る
。

賛 

成
討
論

：

提
出
さ
れ
た
資
料
の
中

に
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
元
年

度
ま
で
の
利
用
者
数
が
示
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
数
は
右
肩
上

が
り
で
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
利
用
者
は
一
定
の
評
価
を

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
改
善

点
は
多
い
と
思
う
が
、
選
定
さ

れ
た
業
者
で
良
い
と
思
う
。

● 

大
崎
町
益
丸
プ
ー
ル
の
指
定
管
理

者
の
指
定

（
関
連
す
る
記
事
が
２
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）

人気のあるバンガロー
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12 月定例会で特別委員会に付託された議案の審議内容（抜粋）

あすぱる大崎あすぱる大崎
　　　　無償譲渡決まる　　　　無償譲渡決まる

あ
す
ぱ
る
大
崎
等
の
町
有
財
産
の

　

取
り
扱
い
に
関
す
る
審
査
特
別
委
員
会

●
財
産
の
無
償
譲
渡（
議
案
第
51
号
）

（
関
連
す
る
記
事
が
２
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）

 　

町
有
建
物
譲
与
仮
契
約
書
の
第

１
条
第
３
項
に
「
源
泉
の
付
帯
設

備
は
譲
渡
す
る
が
、
源
泉
の
権
利

は
町
の
所
有
と
す
る
」
と
あ
る
。

仮
に
付
帯
設
備
が
故
障
し
た
場
合

の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

 　

源
泉
の
権
利
は
町
が
所
有
し
、

付
帯
設
備
に
つ
い
て
は
全
て
譲
渡

す
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
源
泉
の

ポ
ン
プ
が
壊
れ
た
場
合
に
は
、
譲

渡
の
相
手
方
で
あ
る
阿
部
商
事
㈲

で
負
担
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
了
解
を
得
て
い
る
。

  　

今
後
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利

用
者
や
大
会
が
開
催
さ
れ
た
際
の

あ
す
ぱ
る
大
崎
の
ト
イ
レ
の
使
用

は
可
能
な
の
か
。

  　

多
目
的
広
場
に
つ
い
て
は
今
ま

で
ど
お
り
町
の
管
理
で
あ
り
、
阿

部
商
事
㈲
と
し
て
も
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
や
大
会
参
加

者
を
誘
客
し
た
い
と
考
え
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
ト
イ
レ
の
使
用
等

に
つ
い
て
は
間
違
い
な
く
使
用
可

能
で
あ
る
。

  　

財
産
の
無
償
譲
渡
前
の
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
阿
部
商
事

㈲
か
ら
あ
す
ぱ
る
大
崎
の
修
繕
等

に
つ
い
て
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
と
な
る

の
か
。

  　

今
あ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
譲
渡

す
る
と
い
う
こ
と
で
の
契
約
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
３
月
31

日
ま
で
に
経
営
に
関
係
す
る
案
件

が
生
じ
た
場
合
は
、
対
応
す
る
可

能
性
は
あ
る
が
、
阿
部
商
事
㈲
か

ら
の
申
出
等
に
よ
る
理
由
か
ら
修

繕
等
を
行
う
こ
と
は
無
い
。

民営化されるあすぱる大崎
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　手続きは簡単です｡ 本会議の当日、傍聴人受付票に住所 ･ 氏名などを記入していただくだけです｡

　なお、本会議は本庁舎３階の本会議場において午前１０時から行われます。一般質問のある日程のとき

は、事前に防災無線でもお知らせしています｡ どうぞお気軽にお越しください。次回の定例会は３月です｡

一般質問とは

町長などの執行機関に対し、

業務の執行状況や将来の方

針などについて議員個人と

して問いただすことです。

議会を傍聴してみませんか!!

７７
議
員
が
登
壇

議
員
が
登
壇

一 般 質 問一 般 質 問

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

問い合せ先：大崎町議会事務局　TEL 099 － 476 － 1111（内線　310・311）

富　重　幸　博　 議員

・町民の暮らしと命を守る取り組みの強化を図れ・町民の暮らしと命を守る取り組みの強化を図れ

Ｐ 10

中　倉　広　文　 議員

・多様化する行政課題への対応について・多様化する行政課題への対応について

・・マイナンバーカードの活用についてマイナンバーカードの活用について

・・多文化共生の取り組みについて多文化共生の取り組みについて

Ｐ 12

平　田　慎　一　 議員

・教育行政の現状と課題について・教育行政の現状と課題について

・農業振興について・農業振興について

・来年度予算編成について・来年度予算編成について

Ｐ 13

中　山　美　幸　 議員

・固定資産税について・固定資産税について

Ｐ 14

児　玉　孝　德　 議員

・経済対策について・経済対策について

・菱田中学校跡地について・菱田中学校跡地について

Ｐ 15

諸　木　悦　朗　 議員

・くにの松原の展望遊具について・くにの松原の展望遊具について

・今年、昨年の災害復旧工事の進捗状況について・今年、昨年の災害復旧工事の進捗状況について

・災害時の避難場所について・災害時の避難場所について

Ｐ 16

稲　留　光　晴　 議員

・ サツマイモ基腐病対策について・ サツマイモ基腐病対策について

・ 災害時でも安全な高台への避難用道路の恒久対策について・ 災害時でも安全な高台への避難用道路の恒久対策について

・防災行政無線に対する要望と対策について・防災行政無線に対する要望と対策について

・国保税、介護保険料について・国保税、介護保険料について

Ｐ 11
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富重　幸博 議員

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
災
害
復
旧

工
事
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、「
町

民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

に
関
し
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

施
設
・
環
境
の
整
備
と
助
け
合
い

町
長

　

町
の
施
設
や
環
境
が
安
全
で
快
適

に
整
備
さ
れ
、
地
域
の
人
々
が
助
け

合
え
る
よ
う
な
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

県
管
理
河
川
へ
の
要
望
は

富
重
議
員

　

本
町
の
場
合
、
住
民
生
活
に
密
接

な
複
数
の
県
管
理
河
川
が
あ
る
。

　

関
係
市
町
と
の
連
携
を
含
め
た
要

望
は
十
分
行
わ
れ
て
い
る
か
。

要
請
活
動
を
行
っ
て
い
る

町
長

　

県
管
理
の
持
留
川
、
田
原
川
、
菱

田
川
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
県
大
隅

地
域
振
興
局
と
の
行
政
懇
話
会
を
は

じ
め
、
曽
於
地
区
土
木
事
業
連
絡
会

や
曽
於
地
区
土
木
協
会
を
通
じ
て
要

請
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

導
入
を
検
討
す
る
事
業
は
何
か

富
重
議
員

　

国
・
県
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
施
策
と
し
て

考
え
ら
れ
る
事
業
は
何
か
。

シ
ラ
ス
対
策
事
業
等
で
あ
る

町
長

　

畑
地
の
シ
ラ
ス
対
策
事
業
、
急
傾

斜
地
の
危
険
区
域
対
策
や
治
山
事
業
、

河
川
の
寄
洲
除
去
、
堤
防
の
点
検
、

嵩
上
げ
な
ど
の
事
業
で
あ
る
。

大
崎
町
地
域
強
き
ょ
う
じ
ん

靱
化
計
画
と
は

富
重
議
員

　

現
在
、
策
定
中
の
「
大
崎
町
地
域

強
靱
化
計
画
」
の
基
本
的
な
考
え
方

と
公
表
の
時
期
は
い
つ
か
。

防
災
の
総
合
的
な
指
針

町
長

　

防
災
、
減
災
の
取
り
組
み
を
主
軸

に
本
町
の
強
靱
化
に
関
す
る
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
指
針
で
、
年
度
内

公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

高
速
道
排
水
の
影
響
は

富
重
議
員

　

東
九
州
自
動
車
道
は
、
令
和
３
年

夏
頃
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

本
町
の
河
川
へ
の
流
入
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
が
、
災
害
に
つ
な
が
る

恐
れ
は
な
い
か
。

経
過
観
察
を
要
請
す
る

町
長

　

設
計
協
議
は
、
平
成
17
年
に
行
い

問
題
は
な
か
っ
た
が
、
近
年
の
気
候

変
動
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省
に
経

過
観
察
を
お
願
い
し
た
い
。

シ
ラ
ス
対
策
事
業
の
調
整

池
設
置
を
目
指
せ

富
重
議
員

　

高
速
道
路
排
水
の
影
響
は
大
き
い

と
思
う
。
今
後
、
畑
地
の
シ
ラ
ス
対

策
事
業
を
計
画
す
る
際
、
積
極
的
に

調
整
池
の
設
置
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

要
望
し
て
い
き
た
い

町
長

　

調
整
池
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
県
関
係
機
関

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

菱
田
川
治
水
対
策
を
急
げ

富
重
議
員

　

菱
田
川
の
被
災
箇
所
を
海
抜
で
見

る
と
橋
桁
の
高
さ
に
余
裕
が
な
い
。

　

河
川
側
の
護
岸
工
事
を
進
め
、
堤

防
道
路
面
の
鋪
装
化
、
住
宅
地
側
へ

の
越
流
を
防
ぐ
側
壁
の
設
置
、
樋
門

の
改
修
や
防
流
堤
の
建
設
、
さ
ら
に

は
古
川
の
河
川
改
修
や
樋
門
の
新
設

な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

志
布
志
市
と
協
力
し
て
地
元
県
議

や
国
会
議
員
な
ど
へ
要
望
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

国
・
県
に
強
く
要
望

町
長

　

菱
田
川
流
域
に
は
、
誘
致
企
業
も

多
い
こ
と
か
ら
、
両
岸
堤
防
の
護
岸

工
事
、
古
川
の
改
修
問
題
も
含
め
て
、

地
元
県
議
、
国
会
議
員
に
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

豪雨時に河川への影響が懸念される高速道路

持留川の護岸工事

隣
接
市
町
と
連
携
し
国
県
へ
要
望

町
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
れ
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稲留　光晴 議員

　

基
腐
れ
病
に
対
す
る
国
か
ら
の
支

援
策
に
つ
い
て
説
明
会
が
行
わ
れ
た

が
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
実
態
は

ど
う
か
。

６
割
の
ほ
場
で
確
認
さ
れ
た

町
長

　

８
月
以
降
被
害
が
拡
大
し
て
お
り

６
割
の
ほ
場
で
基
腐
れ
病
が
確
認
さ

れ
た
。
う
ち
３
割
の
ほ
場
で
３
割
以

上
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

作
付
世
帯
数
と
被
害
面
積
は

稲
留
議
員

　

作
付
世
帯
数
と
被
害
面
積
は
い
く

ら
か
。

１
８
０
世
帯
で
３
０
０
ha
で
あ
る

農
林
振
興
課
長

　

作
付
世
帯
数
は
１
８
０
世
帯
で
面

積
は
５
０
０
ha
、
う
ち
６
割
で
被
害

が
で
て
お
り
被
害
面
積
は
３
０
０
ha

で
あ
る
。

本
町
独
自
の
所
得
補
償
が

必
要
で
は

稲
留
議
員

　

国
の
支
援
策
で
は
十
分
な
補
填
は

難
し
い
。
本
町
独
自
支
援
策
と
し
て

所
得
補
償
が
必
要
で
は
な
い
か
。

国
支
援
策
や
今
後
の
対
策

を
踏
ま
え
検
討
す
る

町
長

　

国
の
支
援
策
で
被
害
率
が
３
割
以

上
の
ほ
場
に
つ
い
て
、
10
ａ
当
た
り

２
万
円
の
補
助
が
あ
り
説
明
会
で
33

戸
の
申
請
が
あ
っ
た
。
町
独
自
支
援

策
に
つ
い
て
は
、
国
の
支
援
策
や
病

害
対
策
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

毎
年
崩
れ
る
道
路
の
恒
久

対
策
を
求
め
る

稲
留
議
員

　

持
留
消
防
詰
所
と
旧
持
留
中
学
校

跡
地
の
間
の
町
道
で
、
毎
年
法
面
が

崩
れ
る
。
生
活
道
路
と
し
て
恒
久
的

な
対
策
を
求
め
る
。

最
低
限
の
応
急
措
置
を
施
し
た

町
長

　

こ
の
箇
所
は
平
成
29
年
に
も
災
害

が
発
生
し
て
い
る
。
復
旧
に
際
し
、

用
地
取
得
や
伐
採
に
つ
い
て
地
権
者

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

法
面
の
成
形
な
ど
最
低
限
の
応
急
措

置
を
施
し
た
。

恒
久
対
策
は
い
つ
頃
で
き
る
か

稲
留
議
員

　

住
民
に
と
っ
て
は
生
活
道
路
で
あ

り
一
刻
も
早
く
対
策
を
と
っ
て
ほ
し

い
が
、
い
つ
頃
で
き
る
か
。

地
権
者
に
再
度
相
談
す
る

町
長

　

住
民
の
方
が
危
険
性
を
感
じ
て
い

る
こ
と
は
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
雑

木
や
立
木
を
伐
採
し
て
道
路
の
奥
ま

で
法
面
保
護
す
る
必
要
が
あ
り
、
再

度
地
権
者
に
相
談
す
る
こ
と
か
ら
始

め
る
。

防
災
行
政
無
線
へ
の
要
望
や

改
善
策
は

稲
留
議
員

　

防
災
無
線
に
関
し
、
住
民
か
ら
の
要

望
改
善
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
な
い
か
。

聞
き
取
り
づ
ら
い
事
案
が
あ
る

町
長

　

問
い
合
わ
せ
の
多
く
は
、
基
地
局

か
ら
流
れ
る
放
送
が
聞
き
取
り
づ
ら

い
と
い
う
事
案
で
あ
る
。

改
善
策
は
と
っ
て
い
る
か

稲
留
議
員

　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
声
が
聞

き
取
り
づ
ら
い
と
か
、
戸
別
受
信
機

へ
の
改
善
策
は
ど
う
か
。

聞
き
取
り
や
す
い
放
送
に

心
掛
け
る

町
長

　

原
因
と
し
て
ハ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
が

あ
り
、
基
地
局
間
の
放
送
を
ず
ら
し

た
り
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
向
を

変
え
る
な
ど
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

　

戸
別
受
信
機
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
広
報
紙
の
活
用
や
集
落
担
当

職
員
を
通
じ
、
自
治
公
民
館
の
総
会

な
ど
で
再
度
周
知
し
て
い
く
。

※
他
質
問

　

・ 

国
保
税
の
今
後
の
法
改
正

の
計
画
を
示
せ

　

・ 

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
の
見
直
し
で
値
上
を

続
け
て
い
い
の
か

６
割
の
ほ
場
で
確
認
さ
れ
た

基腐れ病で変色したサツマイモ

恒久対策が必要な法面

サ
ツ
マ
イ
モ
基も

と
ぐ
さ腐
れ
病
実
態
は
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中倉　広文 議員

　

本
町
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

課
題
を
解
決
す
る
際
、
職
員
各
々
が

持
つ
考
え
方
を
提
案
し
や
す
い
環
境

に
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

職
員
提
案
制
度
に
基
づ
き
対
応

町
長

　

大
崎
町
職
員
提
案
制
度
に
よ
り
、

課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
や
行
財
政

改
革
に
向
け
た
検
討
、
ま
た
業
務
改

善
な
ど
の
研
修
を
行
い
、
柔
軟
な
発

想
や
職
員
相
互
の
理
解
な
ど
意
識
改

革
の
向
上
を
は
か
っ
て
い
る
。

専
決
に
よ
る
課
設
置
の
考
え
は

中
倉
議
員

　

近
年
の
多
岐
多
様
化
す
る
行
政
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
町
長
の
裁
量

で
臨
時
的
に
課
の
設
置
が
で
き
る
よ

う
な
体
制
も
必
要
で
は
な
い
か
。

今
後
検
討
し
て
い
く

町
長

　

多
様
化
す
る
課
題
に
対
し
て
機
動

的
な
対
応
が
期
待
さ
れ
る
が
、
議
会

と
の
調
整
も
必
要
な
の
で
、
何
ら
か

の
機
会
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
今
後
検
討
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド　

取
得
の
目
的
は

中
倉
議
員　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に

つ
い
て
、
そ
の
導
入
目
的
と
住
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
て
き
た
か
。

行
政
効
率
化
と　
　
　
　

国
民
の
利
便
性
向
上

町
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
行
政
の

効
率
化
や
国
民
の
利
便
性
の
向
上
、

公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
周
知
は
、

広
報
紙
へ
の
掲
載
や
窓
口
で
の
説
明

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

と
の
連
携
は

中
倉
議
員

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民

票
、
印
鑑
証
明
書
な
ど
公
的
な
証
明

書
を
取
得
で
き
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

土
日
・
祝
日
を
含
め
役
場
の
窓
口
が

閉
ま
っ
て
い
る
時
間
帯
で
あ
っ
て
も

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
、
住
民
と
し

て
は
と
て
も
関
心
度
が
高
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
早
急
に
実

施
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
課
題

が
あ
る
の
か
。

新
た
な
財
政
負
担
や　
　

カ
ー
ド
取
得
率
が
課
題

町
長

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
は
、
住

民
と
行
政
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入

経
費
や
運
用
経
費
が
発
生
し
財
政
的

な
負
担
が
生
じ
る
こ
と
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
の
低
さ
な
ど

が
課
題
で
あ
る
。

多
文
化
共
生
へ
の
課
題
は

中
倉
議
員

　

近
年
、
日
本
の
外
国
人
定
住
者
は

増
加
し
て
き
て
お
り
、
日
本
人
と
外

国
人
の
共
生
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
本
町
在
住
の
外
国
人
も
毎
年

増
え
つ
つ
あ
る
が
、
本
町
が
多
文
化

共
生
に
つ
い
て
抱
え
て
い
る
課
題
は

何
か
。

状
況
把
握
の
段
階
で
あ
る

町
長

　

外
国
人
技
能
実
習
生
に
対
す
る
情

報
提
供
や
、
本
町
住
民
へ
の
多
文
化

共
生
の
理
解
度
向
上
及
び
交
流
な
ど
、

行
う
べ
き
こ
と
が
山
積
し
て
い
る
が
、

多
文
化
共
生
と
い
う
新
た
な
課
題
に

つ
い
て
は
ま
だ
状
況
把
握
の
段
階
で

あ
る
。

マイナンバーの活用例

職
員
意
識
改
革
と
機
構
改
革
の
検
討

多
様
化
す
る
行
政
課
題
へ
の
対
応
は

マイナンバーカード交付実施件数

人　口 交付人数 割合

全　国 127,138,033 30,765,617 24.20%

鹿児島県 1,630,146 363,559 22.30%

大崎町 12,936 2,345 18.13%

令和 3年 1月 3日現在
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児
童
・
生
徒
の
学
力
調
査
の
推
移

も
含
め
学
力
施
策
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
、
実
施
し
て
い
る
か
示
せ
。

全
国
平
均
に
は
届
か
な
い

教
育
長

　

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に

は
、
家
庭
学
習
の
必
要
性
を
感
じ
家

庭
教
育
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

新
生
大
崎
中
学
校
の
開
校
当
時
、
文

科
省
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で

は
県
の
平
均
よ
り
低
か
っ
た
が
今
は

届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
全

国
平
均
に
は
届
い
て
い
な
い
。

学
力
向
上
へ
の
支
援
は

平
田
議
員

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子

ど
も
教
室
、
子
ど
も
食
堂
へ
の
取
り

組
み
な
ど
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

対
策
も
含
め
考
え
て
い
く

町
長

　

子
ど
も
達
が
学
校
の
授
業
以
外
で

学
ぶ
機
会
は
必
要
で
あ
る
。
学
ぶ
機

会
の
向
上
に
む
け
行
政
部
局
と
も
連

携
し
支
援
も
考
え
て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
及
び
障
害

児
支
援
の
現
況
を
示
せ

平
田
議
員　

　

発
達
支
援
の
施
策
に
お
い
て
重
要

な
こ
と
は
、
早
期
発
見
・
早
期
療

育
・
早
期
支
援
で
あ
り
乳
幼
児
健
診

か
ら
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
連
携
の
在

り
方
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、
４
年

前
か
ら
大
崎
町
療
育
親
の
会
か
ら
陳

情
が
出
さ
れ
て
い
る
。
現
況
と
し
て

発
達
障
害
児
、
障
害
者
家
族
の
支
援

に
つ
い
て
、
大
隅
地
域
で
本
町
だ
け

施
設
や
支
援
組
織
が
な
い
が
、
認
識

と
今
後
の
対
応
を
示
せ
。

支
援
は
極
め
て
大
切
で
あ
る

町
長

　

必
要
な
教
育
と
療
育
の
支
援
は
極

め
て
大
切
で
あ
る
。
陳
情
に
つ
い
て

は
今
ま
で
対
応
し
て
い
な
い
の
は
お

か
し
い
こ
と
で
、
本
町
だ
け
事
業
体

が
一
つ
も
な
い
事
も
認
識
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
出
来
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

基
腐
れ
病
対
策
と
し
て　

農
地
交
換
は
で
き
な
い
か

平
田
議
員

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
も
と
ぐ
さ腐
れ
病
の
対
策
と
し

て
、
ま
た
、
農
地
集
積
、
面
的
集
約
等

の
国
の
政
策
も
含
め
、
農
家
同
士
で
の

農
地
交
換
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、

行
政
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

支
援
を
検
討
す
る

町
長

　

国
の
支
援
策
や
病
害
対
策
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。

農
林
振
興
課
長

　

農
地
交
換
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
・
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
実
施
す
る
。

特
定
家
畜
伝
染
病
の
対
応
は

平
田
議
員

　

国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
・
豚
熱
・
ミ
カ

ン
コ
ミ
バ
エ
等
発
生
し
て
い
る
が
、
本

町
の
対
応
と
取
り
組
み
状
況
を
示
せ
。

防
疫
対
策
や
侵
入
防
止
に
努
め
る

町
長

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
伝

染
病
が
発
生
し
な
い
か
危
惧
し
て
い

る
。
引
き
続
き
家
畜
防
疫
対
策
の
推

進
や
周
知
、
研
修
を
行
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
新
年

度
予
算
へ
の
影
響
は

平
田
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
状
況
変
化
に
伴

い
本
町
の
事
業
執
行
や
予
算
執
行
、

新
年
度
予
算
へ
の
影
響
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

財
源
を
確
保
す
る

町
長

　

地
方
税
の
一
般
財
源
の
減
額
が
予

想
さ
れ
る
。
経
常
的
な
経
費
の
抑
制

と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行

い
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
予
備

費
の
充
当
、
臨
時
補
正
等
も
考
え
る
。

財
源
と
し
て
財
政
調
整
基
金
を
充
当

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

※
他
質
問

　

・ 

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
れ
病
の

認
識
と
対
策

　

・ 

コ
ロ
ナ
禍
の
農
業
政
策
の

問
題
点

　

・ 

予
算
編
成
の
町
税
収
入
予

測
は

平田　慎一 議員

令
和
３
年
度
よ
り
対
応
し
て
い
く

障
害
児
支
援
へ
の
取
り
組
み
は

中学校の授業風景

小学校の授業風景
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中山　美幸 議員

　

固
定
資
産
税
は
、
住
民
の
申
告
に

よ
る
所
得
税
と
異
な
り
、
行
政
で
算

定
し
て
い
る
賦
課
税
で
あ
る
。
固
定

資
産
税
の
課
税
方
法
及
び
住
民
へ
の

通
知
は
、
地
方
税
法
に
定
め
ら
れ
た

方
法
で
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
。

３
年
に
一
度
見
直
し
て
い
る

町
長

　

固
定
資
産
の
価
格
を
決
定
し
、
そ

れ
を
課
税
基
準
と
し
課
税
さ
れ
る
。

３
年
ご
と
に
価
格
を
見
直
す
評
価
替

え
を
実
施
し
て
い
る
。

税
務
課
長

　

課
税
は
市
街
地
形
態
を
形
成
し
て

い
る
場
所
で
は
路
線
価
方
式
、
町
内

85
ヶ
所
を
選
定
し
た
標
準
批
准
方
式

の
二
通
り
の
方
法
で
課
税
し
、
納
税

通
知
書
、
納
付
書
な
ど
を
送
付
し
て

い
る
。

住
民
へ
の
納
税
通
知
の
内

容
を
示
せ

中
山
議
員

　

固
定
資
産
税
の
税
額
が
決
定
し
た

場
合
、
納
税
対
象
住
民
へ
は
ど
の
様

な
形
で
通
知
し
て
い
る
か
。

地
目
・
面
積
・
評
価
額
・
標

準
額
な
ど
を
通
知
し
て
い
る

税
務
課
長

　

納
税
通
知
書
に
は
地
目
、
面
積
、

評
価
額
、
標
準
額
な
ど
を
表
示
し
た

も
の
を
、
令
和
２
年
度
は
５
月
13
日

付
け
で
送
付
し
て
い
る
。
納
税
通
知

書
の
受
け
取
り
か
ら
３
ヶ
月
以
内
に

不
服
申
し
立
て
が
無
け
れ
ば
確
定
す

る
。

固
定
資
産
税
額
軽
減
特
例

は
適
用
し
て
い
る
か

中
山
議
員

　

住
宅
用
地
、
併
用
住
宅
用
地
は
課

税
標
準
額
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
は

適
用
し
て
い
る
か
。

特
例
措
置
は
適
用
し
て
い
る

税
務
課
長

　

小
規
模
住
宅
用
地
が
７
９
９
６
件
、

法
人
分
１
６
９
件
、
併
用
住
宅
の
軽

減
措
置
は
、
統
計
を
取
っ
て
お
ら
ず

小
規
模
住
宅
用
地
に
含
ん
で
い
る
。

評
価
委
員
会
は
開
催
さ
れ

た
事
が
あ
る
か

中
山
議
員

　

税
額
に
異
議
申
し
立
て
が
あ
る
場

合
は
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
が
開
催

さ
れ
た
事
が
あ
る
か
。
ま
た
審
議
状

況
の
記
載
さ
れ
た
文
書
は
保
存
さ
れ

て
い
る
か
。

30
年
度
に
開
催
さ
れ
た

税
務
課
長

　

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
途
中

で
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
会

議
録
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。

法
に
お
い
て
文
書
の
保
存
が

定
め
ら
れ
て
い
る

中
山
議
員

　

地
方
税
法
で
は
町
条
例
で
定
め
審

査
の
手
順
・
審
議
の
内
容
な
ど
保
存

す
べ
き
と
あ
る
。
町
条
例
で
定
め
て

地
方
税
法
に
従
い
長
期
保
存
す
べ
き

で
あ
る
。

町
の
文
書
処
理
規
程
に
よ
り

保
存
し
て
い
る

町
長

　

文
書
処
理
規
程
に
従
い
10
年
保
存

を
目
安
と
し
て
い
る
が
、
疑
義
が
発

生
し
た
場
合
を
考
え
調
査
し
て
改
め

る
。

過
誤
納
請
求
期
間
を
20
年
に

中
山
議
員

　

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
固
定
資

産
税
の
賦
課
に
は
、
97
％
の
自
治
体

に
誤
り
が
発
生
し
て
い
て
、
課
税
額

の
誤
り
に
よ
る
過
誤
納
金
の
返
還
請

求
な
ど
も
発
生
し
て
い
る
。
町
条
例

で
は
10
年
と
定
め
て
い
る
が
、
国
家

賠
償
法
に
習
い
20
年
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
固
定
資
産
評
価
対
象
資

産
の
全
棟
調
査
を
実
施
し
、
過
誤
納

な
ど
発
生
さ
せ
な
い
税
額
確
定
に
努

め
る
べ
き
で
あ
る
。

検
討
す
る

町
長

　

過
誤
納
金
の
返
還
請
求
期
限
は
10

年
と
定
め
て
い
る
が
、
国
家
賠
償

法
・
地
方
税
法
な
ど
を
加
味
し
改
定

に
向
け
検
討
す
る
。

　

指
摘
の
あ
っ
た
全
棟
調
査
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
５
年
を
目
途
に
調

査
を
検
討
す
る
。

３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

固
定
資
産
税
の
評
価
は

住宅用地 課税標準額（特例措置）

小規模住宅用地
（200 ㎡以下の住宅用地）

価格の 1/6

一般住宅用地
（200 ㎡を超える住宅用地）

価格の 1/3

※ 住宅用地は、税負担の軽減を目的に特例措置が適用されます。

※ 例えば、300 ㎡の住宅用地であれば、200 ㎡分が小規模住宅用地で、

残りの 100 ㎡（色つき）が一般住宅用地となります。

※ 店舗付き住宅（併用住宅）などの場合は、居住部分と事業用部分の比

率により軽減特例措置

軽減特例措置の具体例
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全
国
で
第
３
波
の
感
染
者
が
増
え
、

経
済
へ
の
影
響
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
経
済
へ
の
影
響
は
ど
の
く

ら
い
か
。

廃
業
が
３
件
で
あ
る

町
長

　

町
内
で
は
現
時
点
で
、
廃
業
が
３

件
で
他
に
業
態
を
変
更
し
た
飲
食
店

も
あ
る
。

　

ま
た
町
独
自
の
持
続
化
給
付
金
の

交
付
状
況
は
、
１
次
申
請
分
97
件
、

２
次
申
請
分
58
件
で
あ
る
。

評
価
さ
れ
た
本
町
の
支
援
策

を
今
後
に
生
か
す
考
え
は

児
玉
議
員

　

本
町
の
支
援
策
は
大
い
に
効
果
が

あ
っ
た
と
町
内
外
で
評
価
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
、
移
住
促
進
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

持
続
可
能
性
を
進
め
転
入

を
促
進
す
る

町
長

　

町
内
事
業
者
及
び
地
域
経
済
へ
の

循
環
及
び
持
続
可
能
性
を
進
め
、
若

い
人
た
ち
が
転
入
す
る
よ
う
な
施
策

を
促
進
し
て
い
く
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
ど
う
す
る

児
玉
議
員　

　

今
年
度
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

中
止
や
延
期
さ
れ
た
が
、
感
染
リ
ス

ク
が
あ
る
中
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
は
ど
の
よ
う
に
行
う
考
え
か
。

感
染
状
況
を
検
討
し
判
断

町
長

　

感
染
状
況
を
検
討
し
判
断
し
て
い

く
。
開
催
す
る
場
合
は
、
人
数
制
限

や
三
密
を
避
け
る
な
ど
、
新
し
い
生

活
様
式
を
踏
ま
え
実
施
す
る
。

新
年
度
の
予
算
は
無
駄
を
精

査
し
本
当
に
大
切
な
も
の
に

児
玉
議
員

　

新
年
度
の
予
算
編
成
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
で
消
費
が
落
ち
込
み
、

更
に
は
７
月
豪
雨
災
害
・
サ
ツ
マ
イ

モ
基も
と
ぐ
さ腐

れ
病
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
更
な
る
悪
化
が
危
惧
さ
れ
る
な

か
、
無
駄
を
徹
底
し
て
精
査
し
、
本

当
に
大
切
な
も
の
に
十
分
な
予
算
を

編
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
む

町
長

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
、

定
住
促
進
事
業
な
ど
の
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
を
目
指
し
た
施
策
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

菱
田
中
跡
地
に
住
民
の
意

見
を
取
れ
入
れ
る
考
え
は

児
玉
議
員

　

菱
田
小
学
校
の
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
で
「
菱
田
の
あ
し
た
を
考

え
る
会
」
を
開
催
し
、
菱
田
中
学
校

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。

　

地
域
住
民
の
意
見
は
、
地
元
の
食

材
を
生
か
し
た
食
堂
、
コ
ン
ビ
ニ
、

ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
な
ど
の
商
業
施
設
、

児
童
か
ら
は
、
公
園
や
雨
天
時
で
も

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
施
設
な
ど

の
要
望
が
出
さ
れ
た
。
子
育
て
支
援

の
定
住
促
進
住
宅
を
含
め
取
り
入
れ

ら
れ
な
い
か
。

意
見
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く

町
長

　

出
さ
れ
た
意
見
も
参
考
に
し
、

ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
の
利
用
と
合
わ
せ

た
考
え
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

児玉　孝德 議員

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に
取
り
組
む

新
年
度
予
算
は
大
切
な
も
の
へ
重
点
的
に

新型コロナで中止となったふれあいフェスタ（写真は令和元年度）
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く
に
の
松
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
あ
る

高
さ
17
ｍ
の
展
望
遊
具
は
、
設
置
後
、

相
当
年
数
が
経
過
し
て
い
る
。
雨
風

に
よ
る
老
朽
化
が
見
受
け
ら
れ
、
一

部
天
板
な
ど
補
強
の
箇
所
は
あ
る
が
、

危
険
度
が
増
し
て
き
て
い
る
。
町
長

は
こ
の
状
況
を
認
識
し
て
い
る
か
。

老
朽
化
は
把
握
し
て
い
る

町
長

　

展
望
遊
具
は
、
平
成
９
年
度
に
林

野
庁
の
流
域
総
合
間
伐
対
策
事
業
を

活
用
し
て
設
置
し
た
。
設
置
以
来
、

20
年
以
上
が
経
過
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
一
部
腐
食
な
ど
の
老
朽
化
は
把

握
し
て
い
る
。

安
全
面
の
適
切
な
対
策
は

諸
木
議
員

　

固
定
金
具
の
ね
じ
山
も
錆
び
て
木

材
に
も
コ
ケ
が
発
生
し
て
い
る
。
安

全
面
の
た
め
の
適
切
な
対
策
は
取
ら

れ
て
い
る
の
か
。

適
切
な
対
応
を
取
る

町
長

　

現
状
で
は
、
今
す
ぐ
に
倒
壊
・
破

損
等
の
心
配
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

日
々
老
朽
化
は
進
む
こ
と
か
ら
、
安

全
確
保
の
た
め
、
再
度
確
認
を
し
て

事
故
が
発
生
す
る
前
に
適
切
な
対
応

を
取
り
た
い
。

展
望
遊
具
の
利
用
者
数
は

諸
木
議
員

　

展
望
遊
具
の
補
修
に
、
足
場
を
組

ん
で
の
作
業
と
な
り
、
１
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
見
積
り
と
聞
い
て
い
る
。

展
望
台
の
補
修
か
解
体
か
の
判
断
は

難
し
い
が
、
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
が

集
ま
る
特
別
な
場
で
あ
り
集
客
に
つ

な
が
る
と
思
う
。
展
望
遊
具
の
利
用

者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

年
間
７
７
０
０
人

町
長　

　

松
が
成
長
し
、
展
望
台
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
が
、
町
外
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
同

様
の
施
設
は
珍
し
く
、
利
用
者
か
ら

は
大
変
人
気
が
あ
る
。
令
和
元
年
度

の
プ
ー
ル
･
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
の

約
９
割
近
く
を
占
め
、
利
用
者
は
年

間
約
７
７
０
０
人
で
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
状
況
は

諸
木
議
員

　

９
月
に
接
近
し
た
台
風
10
号
は
、

報
道
等
に
よ
り
猛
烈
に
発
達
す
る
と

予
報
さ
れ
、
多
く
の
住
民
が
避
難
所

に
駆
け
込
ん
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
対
策
と
相
ま
っ
て
避

難
所
の
開
設
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

避
難
所
を
８
箇
所
開
設

町
長　

　

勢
力
も
雨
も
当
初
の
予
報
よ
り
は

弱
ま
り
、
大
規
模
な
災
害
、
人
的
被

害
の
発
生
も
な
か
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
避

難
者
同
士
の
間
隔
を
広
げ
た
こ
と
か

ら
予
想
よ
り
早
く
避
難
所
が
埋
ま
っ

た
。
当
初
６
箇
所
か
ら
２
箇
所
追
加

し
、
８
箇
所
開
設
し
た
。
避
難
者
は
、

２
５
７
世
帯
、
４
２
６
人
が
避
難
し
た
。

避
難
所
ご
と
の
差
は
な
い
か

諸
木
議
員

　

避
難
所
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
体
育

館
等
を
避
難
所
と
し
て
い
る
と
思
う

が
、
施
設
の
状
況
に
よ
っ
て
避
難
所

ご
と
に
違
い
は
な
か
っ
た
か
。

施
設
状
況
で
差
異
は
あ
る

町
長　

　

町
内
に
緊
急
避
難
場
所
が
18
箇
所

あ
り
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
畳
の
間

や
ト
イ
レ
が
な
い
な
ど
の
差
異
が
あ

る
。

体
育
館
に
ト
イ
レ
設
置
は

諸
木
議
員

　

大
丸
小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
し

た
い
が
、
ト
イ
レ
が
施
設
内
に
な
く

暴
雨
風
の
と
き
に
不
便
で
あ
る
と
住

民
か
ら
の
声
が
あ
る
が
、
設
置
で
き

な
い
か
。

ト
イ
レ
設
置
は
難
し
い

町
長　

　

体
育
館
等
へ
の
ト
イ
レ
設
置
は
難

し
い
と
捉
え
て
い
る
。
大
丸
地
区
の

場
合
は
、
大
丸
改
善
セ
ン
タ
ー
に
畳

の
間
、
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
て
い
る

の
で
、
新
た
な
避
難
所
と
し
て
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

※
他
質
問

　
　

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況

諸木　悦朗 議員

事
故
が
発
生
す
る
前
に
対
策
を
取
る

く
に
の
松
原
展
望
遊
具
の
老
朽
化
対
策
は

老朽化の著しい展望遊具
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新年明けましておめでとうございます新年明けましておめでとうございます

　

新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
（
令
和
２
年
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
日
常
生
活
が
一
変
し
、
経

済
が
大
き
く
後
退
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
や
社
会
生
活
が
制
限
さ
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
催
し
も
延
期
や
縮
小
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
毎
年
開
催
し

て
い
る
議
会
報
告
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ま
へ
町
政
の
状
況
報
告
や
意
見
交

換
の
場
を
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
い
、
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、
町
内
全
域
で
、
道
路
決
壊
、
が

け
崩
れ
、
橋
梁
崩
落
な
ど
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
台
風
10

号
で
は
、
避
難
所
対
応
も
感

染
症
へ
の
配
慮
を
し
な
が
ら
の
逼
迫
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
は

毎
年
の
よ
う
に
起
こ
り
、
防
災
や
減
災
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
痛

感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
（
令
和
３
年
）
を
迎
え
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
拡
大
の
傾
向
に
あ
り
、

収
束
の
見
通
し
は
不
透
明
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
コ
ロ
ナ
収
束
に
繋
が
り
、
早
く
今
ま
で
の
よ
う
な
日
常
の
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

大
崎
町
議
会
は
、
町
民
を
代
表
す
る
議
事
機
関
で
あ
り
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
は
じ
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
問
題
、
人

口
減
少
問
題
、
地
域
活
性
化
策
な
ど
町
政
発
展
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

崎　

町　

議　

会
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町
民
の
広
場

私
の
想
い

【【
地
域
と
子
ど
も
達
と
の

地
域
と
子
ど
も
達
と
の

　
　
　
　
　
　

つ
な
が
り

　
　
　
　
　
　

つ
な
が
り
】】

【【
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
】】

編　

集　

後　

記

中沖水泳スポーツ少年団

代表指導者

中 島　政 孝 氏

大崎水泳　指導者

松 元　昭 二 氏

　

母
の
故
郷
で
あ
る
中
沖
に
平
成
８

年
に
住
居
を
構
え
て
24
年
に
な
り
ま

す
。
中
沖
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

代
表
指
導
者
と
し
て
、
今
年
で
18
年

目
と
な
り
ま
す
が
、
水
泳
は
基
礎
体

力
や
体
幹
等
を
培
う
の
に
適
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
主
に
個
人
種
目
な

の
で
個
々
で
目
標
を
決
め
、
そ
こ
に

向
け
て
の
努
力
・
忍
耐
・
精
神
力
が

養
わ
れ
て
い
き
、
達
成
感
を
感
じ
て

も
ら
え
る
様
に
個
々
に
合
わ
せ
た
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
沢
山
の
子
ど
も
達

と
出
会
い
、
そ
の
親
御
さ
ん
と
の
交

流
を
得
て
、
地
域
の
方
々
と
の
親
睦

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
活
性
化
に
は
、
学
校
・
保

護
者
・
地
域
の
方
々
が
協
力
し
あ
い
、

未
来
あ
る
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育

つ
た
め
の
環
境
作
り
が
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
沖
で
は
、
子
ど
も
主
催
で
分
館

協
力
の
も
と
行
う
夏
祭
り
、
４
年
生

か
ら
中
学
１
年
生
で
踊
る
棒
踊
り
の

継
承
、
畑
を
借
り
て
の
そ
ば
栽
培
・

収
穫
し
て
の
そ
ば
給
食
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

一
緒
に
ケ
ー
キ
を
作
る
ク
リ
ス
マ
ス

会
等
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
達
だ
け
で
出
来
な
い
事
も

地
域
の
方
々
の
協
力
が
あ
れ
ば
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
若
い
世
代
の
保
護
者

の
方
々
も
増
え
、
小
学
校
児
童
数
も

60
人
程
を
維
持
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
分
館
役
員
の
一
人

と
し
て
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
り

な
が
ら
各
世
代
と
の
つ
な
が
り
、
地

域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
地
域
活
性
化

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
子
ど
も
達
を
育
て
る
の
に
素

晴
ら
し
い
環
境
の
中
沖
の
地
が
大
好

き
で
す
。

　

大
崎
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

現
在
団
員
数
29
名
で
町
内
で
は
一
番

団
員
数
が
多
く
、
昭
和
46
年
に
日
本

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登
録
し
て
い
る

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
す
。

　

長
年
の
活
動
の
中
で
は
、
団
員
数

が
１
０
０
名
を
超
え
る
時
期
も
あ
り
、

多
く
の
子
ど
も
達
が
大
崎
水
泳
で
学

び
、
成
長
し
、
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
私
自
身
も
そ
の
中
の
一
人
で
す
。

　

指
導
者
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
社

会
人
に
な
り
大
崎
町
へ
帰
っ
て
き
た

時
、
恩
師
で
あ
る
故
大
和
隆
信
コ
ー

チ
か
ら
「
今
も
子
ど
も
達
が
練
習
し

て
い
る
か
ら
遊
び
に
来
い
よ
！
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
同
級
生
３
人
で
練
習

を
見
に
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
今

年
で
30
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
崎
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
伝

統
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
継
続
は
力
な

り
」
で
す
。

　

水
泳
は
個
人
種
目
で
自
分
と
の
戦

い
で
す
。
苦
し
い
時
で
も
自
分
に
負

け
る
こ
と
な
く
継
続
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
子

ど
も
達
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

団
体
活
動
で
共
に
成
長
し
た
仲
間
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
私
自
身
も
長
く
指
導
を
続
け
る

こ
と
で
、
幅
広
い
世
代
の
保
護
者
の

方
々
と
つ
な
が
り
、
子
ど
も
達
と
一

緒
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

継
続
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
か
け
が

え
の
な
い
財
産
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
大
会
や
行
事
が
思

う
よ
う
に
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
子
ど
も
達
の
成
長
を

見
守
り
続
け
、
い
つ
か
次
の
世
代
の

指
導
者
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
楽

し
み
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

広
が
る
中
で
の
新
し
い
年
を
迎
え
る

事
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
お
変
わ

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
行
政
に
届
け
、
ま
た

議
会
だ
よ
り
が
皆
様
方
に
お
役
に
立

ち
、
読
み
や
す
い
広
報
紙
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
こ
に

議
会
だ
よ
り
１
５
８
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

寒
さ
厳
し
い
折
、
風
邪
な
ど
召
さ

れ
ま
せ
ん
よ
う
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
稲
留
光
晴
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　

委

員

長　
　

児
玉　

孝
德

　
　

副
委
員
長　
　

稲
留　

光
晴

　
　

委
　

員　
　

小
野　

光
夫

　
　

委
　

員　
　

吉
原　

信
雄

　
　

委
　

員　
　

中
倉　

広
文

　
　

委
　

員　
　

諸
木　

悦
朗

発
行
責
任
者

大
崎
町
議
会
議
長　
　

宮
本　

昭
一

大崎町水泳記録会終了後の集合写真

中沖水泳スポーツ少年団
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